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<福田地区社会福祉協議会とは＞
社会福祉協議会とは、地域住民の生活向上、福祉増進を図り、地域の連帯と発展に寄与するため、活力

と思いやりのある福祉のまちづくりを推進することを目的とした地域の自主的団体です。

福田地区社会福祉協議会は、「明るく住みよいまちづくりをめざして」のスローガンを掲げ、町内会・自治会

と各種団体で構成されています。まちづくりを進めるにあたって、地域課題の解決に向け対応策や実施案の

提案、進行状況確認、また地域の情報共有や意見交換を地域コミュニティー＜ふくだoneteam＞として担い
繋いでいけるよう取り組んでいます。

令和４年度から部会活動（総務部・広報部・福祉部）をスタートさせました。更なる福祉活動の充実を目指し

て、まちづくりを進めていきます。

＜福祉の基本３事業＞

広島市が推進している「新・福祉のまちづくり総合推進事業」では

①近隣ミニネットワークづくり推進事業

②ふれあい・いきいきサロン設置推進事業 福祉の基本３事業と位置づけられています。

③地区ボランティアバンク活動推進事業

この事業は、「福祉のまちづくり総合推進事業」の取り組みを継承し、地区社会福祉協議会が中心となって、

「みんなでつくる ささえあいのまち」をスローガンに福祉のまちづくりを計画的・体系的に推進することを目

的としているものです。

訪問活動を基本として、住民の視点で

気がかりな人を多様な方法で見守るこ

とにより、気に掛け合い、声を掛け合え

るような地域づくりを進めます。また、こ

れに伴う見守り協力者の養成や関係機

関・団体による支援のネットワークづくり

を行うものです。

福田の場合、代表的なものとしては、

五月ケ丘、原山、大和台、観音原、寺条

の各町内会・自治会で行われている「見

守りネットワーク」活動が該当します。

近隣ミニネットワークづくり推進事業
高齢者や障害者、児童等が身近な地域

で気軽に参加できるサロンの実施や立ち

上げ支援、さまざまなサロン等の把握、

サロン同士のネットワークづくりを行うも

のです。

福田の場合、多くの町内会・自治会で実

施されている百歳体操などのサロンが該

当します。

ふれあい・いきいきサロン設置推進事業

高齢者や障害者、児童等、地域で支援を必

要とする人への支援活動を推進するため、

福祉意識の啓発、住民ニーズの把握と活動

場面の開拓・提供、並びに担い手の発掘・養

成・登録・活動調整等を行うものです。

福田の場合、平日の9：30～11：30の「生
活相談窓口」や、町内会・自治会の数か所で

実施されている生活軽作業支援（お助け隊）

活動などが該当します。

地区ボランティアバンク活動推進事業

皆がつながるまちづくり



地域コミュニティの「新たな協力体制」

8

広報環境美化

防災

住民同士

のつながり

防犯安全子育て応援

高齢者へ

のサポート

福木学区

体育協会

福田老年会

連合会

福田地区

公衛協

東地区

保護司会

福木地区

青少協

福木中学校

PTA

福木小学校

PTL社会福祉

法人

東消防団

福田分団

福田地区

連合町内会

福田地区

防災士会

福田地区

自主防災会

福木地区

民児協

福田地区

社協

福田地区青色

防犯パトロール隊

福木女性会

福田公民館

＜広報誌「ふくだ社協」の発行＞

「ふくだ社協」は、現在、ホームページやSNSを活用した広報を充実させることとして、基
本的に年2回の発行とし、必要に応じて臨時号を発行することとしています。

＜ホームページ「ふくだNet」の発信＞

福田地区社協のホームページ「ふくだNet」は平成27
年（2015年）から開設しています。

「ふくだNet」を見るには？

https://www.com-net2.city.hiroshima.jp

→「地域ポータルサイトこむねっとひろしま」

→ 東区

→ふくだNet

ふくだNet

で検索

<ふくだ one team＞



＜連合町内会が連携し、協賛・支援・連絡・相談する各団体＞

＜町内会・自治会の加入世帯調査＞
団体名 加入世帯 加入率 児童数 80歳以上 団体名 加入世帯 加入率 児童数 80歳以上
桜台 89 96 25 12 福田五月ヶ丘 330 91 39 100
上条 96 49 不明 不明 大和台 296 94 24 68
寺条 94 85 10 40 東インターハイツ 90 96 不明 7
後谷 41 100 7 10 新福 65 97 6 18
大平 112 98 17 不明 観音 65 90 26 10
寺分上 67 52 不明 20 観音原 274 92 44 133
寺分下 24 83 5 4 若宮 40 85 8 11
寺分東 129 不明 不明 山城 34 56 9 14
原山 130 96 20 39 希望ヶ丘 53 100 不明 21

・集合住宅の世帯はごみ集積場もあり、加入メリットが無い為、未加入が多い
・子ども世帯は、保護者の交流の場として、加入していることも多い
・高齢化率が高い町内会は「見守り活動」の恩恵において加入している
・役員の高齢化が進み、同じ役員の多選化となっている
・住民同士（子ども関係）の交流がある女性に声かけをし、人選を進める
・各サークル参加者に各リーダーを通じて役員依頼を働きかける

福木地区青少年健全育成連絡協議会

福木学区体育協会

福田地区青色防犯パトロール隊

福木女性会

各種スポーツ等の運営

青パトによる防犯活動

社会福祉の地域づくり支援
青少年の育成活動、子ども支援

団体名 団体の概要 連合町内会との関係

犯罪予防活動、更生の指導 犯罪抑止の協力

学校ボランティア

東地区保護司会

その他協力団体

町内行事との連携

防犯の支援、協力

各行事の支援要請
青少年問題の協力

福木小、福木中、福田公民館

福木地区民生委員児童委員協議会 高齢者、児童、障がい者等相談 実態の意見交換会

福田老年会連合会 憩いの場サロンの開催、健康作り 見守り活動
福田地区公衆衛生推進協議会 健康増進、一斉清掃、献血活動 美化、献血の協力
福田地区自主防災連絡協議会 災害防止、避難活動、防災講演

防災、避難の連携
福田地区防災士会 防災啓発・研修
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①町内会の加入対策について

②町内会の役員選出について

令和４年11月

福田oneteamメンバー紹介 ： 町内会・自治会

福田地区

希望ヶ

丘
上条

桜台

寺条

若宮

観音原

観音

新福

東インター

ハイツ

大和台 福田五

月ヶ丘

後谷

大平

寺分東

寺分下

寺分上

原山

山城

連合町内会
18町内会・自治会の代表者で構成されています

・各町内会・自治会の情報交換

・各地域の問題点や課題に対応

執行役員会
町内会・自治会代表者から選出

会長・副会長・事務局

僕たちのまちには

18の町内会自治

会があるんだね



担当エリア 該当する町内会・自治会 民生委員名

福田１・２丁目 上条・桜台 原　勇

福田２丁目 希望ヶ丘・山城・若宮 井手野下　義彦

福田３丁目 観音原 岡平　眞由美

福田３・４丁目 観音・新福・東インターハイツ 大西　多美子

福田１・５丁目 寺条・後谷・大平 野村　克己

福田６・７・８丁目 寺分上・寺分下・寺分東 冨田　ミヱ子

福田７丁目 大和台 倉橋　智美

福田五月ヶ丘 竹田　宏子

原山 泉　博則

※主任児童委員は、福木学区全域を担当します。　　

福田８丁目

　　　　　松田　理妙　・　佐々木　亜希子
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福田oneteamメンバー紹介 ： 各種団体

＜福木地区民生委員児童委員協議会＞

「ひとり暮らしになって不安」「初めての子育て

で分からない」「収入が減って生活が大変」・・

今、そんな切実な悩みが広がっています。地域

のなかで民生委員に託されるのは、そうした

方々の身近な相談相手となり、専門の関係機

関につなぐ大切な役割です。

とりわけ「高齢者への福祉」「子どもへの福

祉」「障がい者への福祉」「生活に関する福祉」

への支援を重点としており、幼児・児童の課題

には主任児童委員が学校とも連携しながら専

攻しています。

福田地区には９人の民生委員・児童委員が

手分けして、誠実に地道に「高齢者や子どもた

ちに優しいまちづくり」へ、幅広い視点から訪問

対話に取り組んでいます。

＜東地区保護司会＞

保護司法 （職務の遂行）第８条の２の抜粋

１ 犯罪をした者及び非行のある少年の改善更生を助け又は犯罪の予防を図るための啓発及び宣伝の活動

２ 犯罪をした者及び非行のある少年の改善更生を助け又は犯罪の予防を図るための民間団体の活動への協力

３ 犯罪の予防に寄与する地方公共団体の施策への協力

私達保護司は、上記の保護司法第８条の２に基づき地域で活動している法務大臣から委嘱されたボランティアで

す。

私達は、保護観察を通して、犯罪や非行をした人の立ち直りを支え、更生の後押しをする役割のほか、犯罪予防

活動として全国展開をする「社会を明るくする運動」など地域社会の中で犯罪の抑止を図る活動をしています。

具体的には地域内の更生保護女性会と共に、各公民館まつりでチラシ配布や啓発、宣伝活動をする、また福木

小PTLと中学校PTAの方達との研修会や懇談の場を設けています。
その他、小・中学校の児童・生徒による「社会を明るくする運動、作文・標語コンテスト」を行い、

毎年多くの作品を提出して頂いており、児童・生徒達への自己啓発に役立っていると思います。

＜福木女性会＞

戦後の昭和２２年「福木村福木婦人会」として発足し、平成５年「福木女性会」と名称変更、現在に至っております。

現在の会員数は福田・馬木地区を合わせて２０８名です。

本会は女性の地位向上と相互の親睦強調を図り併せて地域発展のために寄与することを目的とします。長年の

諸先輩の方々の志を受け継ぎながら、この世の中の変化に遅れないよう対応していかなければなりません。そん

な中、環境問題や子育て支援、地域福祉などを中心に活動を続けています。また、地元の福祉施設でのボランティ

ア活動、福田・馬木両公民館との共催事業も年間事業として長年続けています。このように地域の女性会として、

地域の諸団体との協働や行政との連携など幅広い活動が求められ、今後も会員一同一丸となり、地域の皆様のご

協力もいただき頑張っていきたいと思います。

福田地区の主な活動

・福田公民館まつり ・ふくだの里 ふくふくまつり

・介護教室（ふくだの里）

・木ノ宗山清掃登山昼食作り

・子ども何でもチャレンジ(福田公民館共催）
・福木献血のお手伝い


